
対象学年 2 年 期間

曜日・時限 授業回数 17回 × 90分

授業種別 講義 週回数 1 回 取得単位 単位
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定期試験 ・小テスト・課題 80

出席率 20

備考

異文化レクチャー2　アメリカ1（Bentley）

科目名 クロスカルチャー 
後期

木 3-4

2

異文化圏の人々と円滑なコミュニケーションが図れる人間を育成する

様々な文化の存在を知り、そこには様々な差異や時には共通点があることを知る
差異や共通点が生まれるバックグランドについて知る
異なる文化圏の人々のコミュニケーション、行動パターンについて学ぶ
学んだことをもとに異文化圏の人々と、より円滑なコミュニケーションが図れるようになる

授業内容

クロスカルチャーとは何か〜この授業で学ぶこと／研究発表について（森田）

異文化比較1〜「文化」を見つける、文化の分類、自分の基準、相手の基準（森田）

異文化レクチャー1　ギリシャ（Stephens）　

後期期末試験

異文化レクチャー3　ハンガリー （Torma）

異文化比較2〜トータルカルチャーとサブカルチャー／　ステレオタイプ（森田）

異文化比較3〜集団主義と個人主義／高文脈文化と低文脈文化／モノクロニックとポリクロニック（森田）

 中間試験／研究発表について（テーマの見つけ方）（森田）

 異文化レクチャー4　アメリカ2（Wren）

異文化レクチャー5　中国（関）

異文化レクチャー6　韓国（酒井）

異文化レクチャー7　フランス他 （川原、狩野）

異文化レクチャー8　イタリア （平賀）

異文化レクチャー９　イギリス （Spinks）

研究発表

後期期末試験 解答解説

成績評価
％

％

オリジナル教材（スライド）を使用 ※定期試験は中間と期末の2回で、異文化比較の研究（発表）を評価の対象に含む。


